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地区別ワークショップの実施予定について 

≪実施の要点≫ 

① お住まいの地域における地域公共交通の現状説明と意見収集を兼ねて実施 

② 課題解決の優先度の高い地区を抽出し、次年度以降の事業化に向けた基礎資料に 

③ 「地域や自分たちが維持するためにできることは何か」を考えるきっかけの場 

 

■実施概要 

実 施 日 程 全市を 6 地区に分け、各 1 回（第 4 地区は人口規模に応じ 2 回）開催 

・第 1 地区（白井第一小学校区） 

7 月 26 日（土）9：30～11：30 白井コミュニティセンター 

・第 2 地区（白井第二小学校区） 

8 月 2 日（土）9：30～11：30 公民センター 

・第 3 地区（白井第三小学校区） 

7 月 27 日（日）13：30～15：30 富士センター 

・第 4 地区（大山口・清水口・七次台小学校区） 

7 月 27 日（日）9：30～11：30 西白井複合センター 

8 月 2 日（土）13：30～15：30 西白井コミュニティプラザ 

・第 5 地区（南山・池の上小学校区） 

7 月 26 日（土）13：30～15：30 白井駅前センター 

・第 6 地区（桜台小学校区） 

8 月 3 日（日）9：30～11：30 桜台センター 

対 象 者 原則として市内在住、在勤、在学者 

内 容 【活用資料：地区別カルテ、ワークシート】 

・ファシリテーターがワークショップを 

進行。 

・1 班 5～6 名で編成し、共通の生活・ 

移動パターンにより班分けすること

で、話しやすい雰囲気を作りだし、 

円滑に進めることを想定。 

・打ち解けた雰囲気で発言できるレイア

ウトや内容を工夫する。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

テーマ① 日常生活における移動の「困りごと」について 

テーマ② テーマ①で挙がった「困りごと」を解決するための方法 

テーマ③ 公共交通を維持するために、地域・自分たちができること 

▼ワークシート（イメージ） 
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期 待 す る

成 果 

○交通に限らず、買物や通院など日常生活における問題点を把握 

○公共交通や移動の問題・課題について、地域と行政で共通認識を醸成 

○課題を解決し、地域住民に求められる公共交通の方向性を抽出 

○地域主体による持続可能なコミュニティ交通の運営体制づくりの足掛

かりを形成 

周 知 方 法 広報しろい 7 月号 

市ホームページ（7 月 1 日掲載開始） 

市公式ＳＮＳ（7 月 1 日配信予定） 

しろいメール配信サービス（7 月 1 日配信予定） 

都市計画課、各センター窓口でのチラシ配布（7 月 1 日から） 

 

《地区区分図》 


